『大乗起信論』で読み解く人称論 by シュヴァルツ 由美子

























































































































































































































































































































































































































































30 J.S. Mill (1869)『On Liberty』Chapter I, Introductory
 オンライン書籍：http://www.bartleby.com/130/1.html
31 坂部、前掲書 22、38頁
32 坂部、前掲書 22、36-37頁
33 久松真一（1983）『起信の課題』理想社、151頁
34 伊藤義得・安藤治（2007）「現代の心理療法と瞑想研究」『スピリチュアリティの心理学』せせらぎ出版
　213頁、現実的なアプローチをする心理療法の一つである認知行動療法は、瞑想を取り入れた技法を
開発している。
35 宇井、前掲書３、93頁
36 宇井、前掲書３、95頁
37 「態度価値」という言葉は、V.E.フランクル（1957）『死と愛』みすず書房、内の人生における三価値（創
造価値、体験価値、態度価値）から借用した。
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